
経過 入院日 手術当日 術後１日目 術後２日目 術後３日目 術後４日目 術後６日目 術後１週目 術後２週目

暦日 ／　　  (　　　  ) ／　　  (　　　  ) ／　　  (　　　  ) ／  (　　　  ) ／　 (　　　  ) 　／　　 (　　　  ) ／  (　　　 ) ／　 (　　　  ) 　／　  (　　　  )

弾性ストッキングをはきます

＜術中～術後＞

膝に内出血を防ぐ管が入ります

膝のサポーターを装着します

手術側の足に赤印を付けます 必要時、輸血が行われます

検査 採血があります
手術室でレントゲン撮影
帰室後に採血があります

採血があります

食事は摂れません

水分は　　　時まで飲めます

安静 自由にお過ごしください 手術後はベッド上で安静です

尿の管を抜きます

※状況に応じて、予定が変更になる場合があります　　ご不明な点がありましたらお尋ねください

（患者・家族）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

変形性膝関節症20210202

説明

看護師が入院生活についての
説明、手術に必要な準備物を
確認します

金属は外してください 診断書・証明書が必要な方はお早めに文書窓口へ提出お願いします

ご家族の方は手術予定時間の2時間前には来院するようにお願いします 担当医

貴重品は簡易保管庫またはご家族の方が管理してください 看護師

手術室看護師が病室に来て手
術についての説明します

手術終了し医師の説明が終わるまでご家族の方は
７階のデイルームでお待ちください
（説明が夕方になる場合があります）

ﾘﾊﾋﾞﾘ
リハビリ室で松葉杖
合わせをします

手術翌日からリハビリ開始となります

歩行が安定したら退院リハビリプログラムをお渡しします

　

車椅子でトイレへ行くようになります
看護師が車椅子の操作方法を説明します
車椅子の許可が出るまでは必ず看護師を呼んでください

清潔 シャワー浴をします

タオルで体を拭きます（抜糸まで）
　抜糸翌日以降からシャワー浴が開

始になります洗髪は適宜行います

洗面タオルを渡します(朝・夜)

食事 21時から絶食です 術翌日の朝から食事・飲水ができます

ベッド上である程度自由に動けます
リハビリの進行状況によって動ける範囲が変わります

　
退院が近くなったら看
護師が退院後の生活
について説明します排泄 浣腸があります

手術室から尿の管が入ってきます

　
排便の時は看護師に声をかけてください

点滴
内服薬

薬剤師が持参薬の確認、内服
薬・点滴の説明をします

朝の薬を内服(医師の指示)
　　　時 点滴を開始します

痛み止め、胃薬を飲み始めます
貧血があれば鉄剤を飲み始めます

抗生物質の点滴があります

必要時、血栓予防の内服
を始めます（10日間）

抜糸予定です
　

退院時に弾性ストッ
キングを脱ぎます

手術する足の除毛をします

内出血を防ぐ管を
抜きます 月・水・金に処置回診があります

　定期的に採血・レントゲンがあります。その都度、看護師がお知らせします

主治医より入院中の
経過の説明があり、
退院日を決めます

入院診療計画書　疾患名：変形性膝関節症（人工関節置換術）の手術を受けられる　　       　　様へ
術後３週目

処置
治療

手首にネームバンドを付けます
傷の消毒をします

傷の消毒があります

膝のサ
ポーターが
変わります


